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研究成果の概要（和文）：以下の３点において成果を挙げることができた。第一に、わが国で遅れていた功利主義研究
活性化の端緒を開いた。第二に、第13回国際功利主義学会横浜大会（平成26年８月）を成功裏に開催し、総報告100余
本の半数の日本人報告により当該研究の国際的発信に貢献した。第三に、本研究課題の代表者、分担研究者、連携研究
者などが中心メンバーとなり、わが国功利主義研究史に画期的な出版である『ベンサムの挑戦』（ナカニシヤ、平成27
年２月）を刊行し、現在、『功利主義と公共性』（仮題）の刊行準備中である。

研究成果の概要（英文）：Our project has produced the following three remarkable results. First, it 
created an opening the beginning of the activation of utilitarian scholarship in Japan that had been long 
time stagnated. Second, the project supported the XIIIth conference of the International Society for 
Utilitarian Studies held in Yokohama August 2014 in providing Japanese scholars’ many papers, organizing 
the conference and contributing to the overseas dispatch of Japanese research result. Third, people who 
were the principal investigator, co-researchers and other related scholars played a major role of the 
publication of the epoch-making book titled The Challenge of Jeremy Bentham (2015) and also now prepare 
the other book titled Utilitarianism and Public Sphere (provisional).

研究分野： 18-19世紀ブリテンの経済思想、特にスコットランド啓蒙やベンサム、ミルにおける功利主義思想と経済学

キーワード： 功利主義　公共性　幸福　厚生経済学　パニプティコン　ベンサム　J.S.ミル
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 

(1) 20 世紀後半、J.ロールズや A.センの登
場以降、功利主義は社会的正義、公平さ、冨
の分配等の公共性を担保できないと徹底的
に批判されて来た。英語圏やヨーロッパ先進
国だけでなく、わが国や社会問題を抱える発
展途上国でもそうした状況は広く見られた。
しかし、以上の批判は、現実の経済（学）や
経済政策の判断がなぜ実際には功利主義的
判断に基づいているのかについて十分な評
価を示していなかった。 
(2) また、わが国ではマルクス主義の大き
な影響力によって、現代功利主義思想の基礎
を確立したベンサムやミルへの関心および
功利主義研究自体への関心が極めて低い時
代が続いていた。本研究は、そうした学問状
況を変えるものとして開始された。 
 
２．研究の目的 
 
(1) 本研究の目的は以上の状況に対して、
幸福を目指す価値理念、或いは現実の政策判
断の基準としての功利主義は決して棄却さ
れ得るものではないことを、経済の思想・理
論・政策の歴史、貧困解消や所得再配分のた
めの経済分析と実行可能な政策の方法、これ
らに通底する政治思想・哲学等を総体として
検討することを通じて示そうとした。 
(2) 具体的には、①ベンサムやミルの古典
的功利主義の再検討から出発し、経済思想史
および公共哲学的視点より功利主義の意義
を確認し、②社会から求められるウェルフェ
ア、幸福、社会的正義などの現実的な意味内
容を確定し、③本研究課題の視点から厚生経
済学、現代の公共学の対応を評定し、④所得
再分配を基礎とした現実的な幸福を目指す
政策的枠組みを提示することを目指した。  
 
３．研究の方法 
 
(1) 人文・社会科学領域の共同研究の前提
として、経済思想、政治思想、福祉経済論な
どの領域の個々の研究者が、功利主義の古典
テキストの検討を行い、自分の生きた時代の
諸問題に経済学者や政治思想家たちがどの
ように対応したのか、現代の最大の問題であ
る所得再分配の過度の不平等さその中での
幸福とは何かを追求する。 
(2) 以上を踏まえて、適宜当該研究課題に
関する研究集会を開催して討論する。その際、
可能な限り当該科研費以外の研究者、外国人
研究者を招聘して知識提供を受けつつ討論
する。また、外国学会に本科研費メンバーを
派遣しての発表を行う。こうした機会を国際
交流およびわが国からの研究発信の場とす
る、という共同研究の方法を採る。 
(3) 第三に、本科研費にとって、上記(2)の 
最大の機会として第 13 回国際功利主義学会
横浜大会（ISUS XIII、横浜国立大学、平成 

24 年 8月）を位置づけ、前年からの大会準備
研究会、大会それ自体、および大会後の成果
刊行に向けての研究集会を重ねるという方 
法で本研究課題の追求を行った。 
 
４．研究成果 
 
全体として、以下の３点において成果を挙

げることができた。第一に、わが国で遅れて
いた功利主義研究活性化の端緒を開いた。第
二に、第 13回国際功利主義学会横浜大会（平
成 26 年８月）を成功裏に開催し、総報告 100
余本の半数の日本人報告により当該研究の
国際的発信に貢献した。第三に、本研究課題
の代表者、分担研究者、連携研究者などが中
心メンバーとなり、わが国功利主義研究史に
画期的な出版である『ベンサムの挑戦』（ナ
カニシヤ、平成 27 年２月）を刊行し、現在、
『功利主義と公共性』（仮題）の刊行準備中
である。 
以下、分野の特性に鑑み経年的に具体的に

成果を示す。 
(1)平成 23 年度は、同年３月の東北大震災

の影響で研究計画の大幅な変更を余儀なく
されたが、当初からの研究目的と実施計画に
できるだけ沿うべく次のような連続する研
究集会を開催した。 
・第１回研究集会「功利主義と公共性」

（2011 年７月 23 日、同志社大学） 
・第２回研究集会「公共性とは何か」（2011

年 10 月 28 日、名古屋大学経済学部） 
ここでの主要報告は研究分担者・山岡龍一

による「公共性とは何か：政治哲学からの展
望」であり、その最大の成果はわが国のアカ
デミズムにおける「公共性」概念の標準的理
解がその問題点とともに本科研費メンバー
に共有されたことである。 
・第３回研究集会「功利主義、公共性、経

済 [Utilitarianism, Public Sphere, and 
Economy]」（2012 年３月 24日、慶應義塾大学・
三田校舎） 
ここでの 3報告では、主にベンサムにおけ

る法思想、経済思想、功利主義の相互関係が
テーマとなり、それが現代においては功利主
義と公共性と経済学についての密接な関係
の問題であることが明らかとなった。特筆す
べきは、発表者の 1人がイタリア・ピサ大学
の Marco Guidi 教授であったことにより、わ
が国の関連各分野での翻訳語としてのキー
概念が、一見同じ言葉を使用しているのに見
えてその内容理解が彼我で必ずしも共通で
はないこと、などが問題点として改めて抽出
できたことである。その例が、日本語の抽象
名詞「公共性」もっとも対応していると思わ
れるドイツ語 Offentrichkeit と、その英訳
public sphere の内容が相当に異なることが
確認された点である。これはその後の議論に
とって有益であった。 
報告は「Is there a Political Economy of 

Legal Procedure in Bentham’s Works?」



(University of Pisa, Italy)、「Three 
Dimensions of Classical Utilitarian 
Economic Thought: Bentham, J. S. Mill,and 
Sidgwick」中井大介（近畿大学）、
「Utilitarianism and Economic Ideologies」
橋本努（北海道大学）の 3本であった。以上
により、功利主義の位置づけが批判される一
方で、公共性とは何かが明瞭ではないことが
確認されたことを成果として挙げたい。 
(2)平成 24 年度は、第一に、功利主義の政

治思想やそれにもとづく政治制度が近代化
を目指す 19 世紀後半の日本をはじめとした
東アジア諸国にどのように受容されたのか
について、以下のようにアメリカ、中国、韓
国の研究者を招聘し国際ワークショップ（第
４回研究集会）を開催した。横浜国際ワーク
ショップ'Translating the West, Past and 
Present：Japan, China and Korea'、６月 16
日-17 日である。ここでの主報告は、Suh 
Byong-hoon (徐炳勳)教授（韓国・崇実大）、
Richard Reitan 教授（米国・Franklin & 
Marshall College）、Li Xiaodong(李暁東)教
授（University of Shimane)、Yuri Kono (河
野有理)教授(Tokyo Metropolitan 
University)であった。ここでは、既出の翻
訳語の問題とともに、ほぼ同時期にベンサム
やミルの功利主義政治思想が移入した中国
では、わが国とは相当に異なった仕方で「受
容」されたことが指摘された。これまでほと
んど語られてこなかった歴史的事実の確認
として１つの成果と言える。 
第二に、本科学研究費による研究の主要な

側面である、功利主義とその経済政策の背後
にある理念と思想に絞った、下記の第５回研
究集会を慶應義塾大学三田校舎にて開催し
た（12 月 15 日）。主報告は、川俣雅弘教授（慶
應義塾大学）「公共性と世代間の公平性」お
よび山崎聡准教授（高知大学）「ピグーのマ
ニフェストから見た狭義と広義の厚生経済
思想」であった。 
第三に、所期の研究計画に基づき、第 12

回国際功利主義学会（ISUS XII）ニューヨー
ク大会（2012 年 8 月 8 日－11 日）にて研究
代表者・有江大介、および研究分担者・中井
大介がそれぞれ功利主義と宗教との関係、経
済思想についての研究発表を行った。また、
次年度８月期に開催される国際功利主義学
会（ISUS）横浜大会に向けて、関係研究者の
協力を得て２度の準備会議を開催し（11 月
23 日・横浜国立大学、平成 25 年 3 月２日・
同志社大学）、大会の統一研究テーマ、個別
研究発表の組織化など、全体的な検討を開始
した。これらはいずれもわが国功利主義研究
の国際発信に向けての成果の１つと言える。 
(3)平成 25 年度は、26 年度の第 13 回国際

功利主義学会横浜大会（8 月 20-22 日）での
研究成果発表の準備期間と位置づけて個人
研究の進捗と準備に重点をおいた。その中で、
研究代表者は現代最大の功利主義批判家で
ある A.センが基調講演 ‘On Smith’s and 

Hume’s Critique of Imperialism’を行っ
た国際アダム・スミス学会 18 世紀スコット
ランド学会合同大会（パリ大学・ソルボンヌ、
７月３日－６日）に参加し討論をするととも
に、経済学と所得分配の不平等にかかわるパ
ネルの司会を務めた。この大会参加の成果は、
センやその同調者たちがあくまでも所得分
配の不平等性を現代社会の最大の問題とし
て捉え、それを問題として捉えきれない功利
主義と現代の新古典派経済学に対して強い
批判をもっており、そうした視点でスミスな
どの古典を再解釈しようとしている方向が
明らかになったことである。 
次年度の国際功利主義学会の準備研究会

として開いた第６回研究集会では、研究分担
者・中井大介氏（近畿大）「経済学における
パターナルアイディア」、知識提供を求めた
山崎聡氏（高知大）「功利主義と優生学」と
加藤晋氏（首都大）「功利主義と社会選択理
論」により、経済学と功利主義が不可分な関
係にあること、功利主義を簡単に棄却できな
いことが相互に確認されたことが成果であ
る。 
(4)平成 26 年度は、研究代表者所属の横浜

国立大学で開催された第 13 回国際功利主義
学会横浜大会（ISUS XIII: 8 月 20 日-22 日）
を、当初の予定通りわが国における功利主義
研究の成果発表と国際討議と国際発信の場
とすることに注力し、計 12 ヶ国 100 本以上
の報告と半数の日本人報告を得たことは、内
容の前に本科研費共同研究の大きな成果と
言える。 
また、第 7回研究集会を開き（横浜国立大

学：平成 27 年 3 月７日）科研費メンバーの
うち上記 ISUS での報告者が大会での討議を
経た修正版の報告を行い、それを含めた本科
研費の研究成果刊行に向けての取り組みの
出発点としての意義があった。 
(5)平成 27 年度では、前年の第 13 回国際

功利主義学会横浜大会に集約された当該課
題研究を、１つの成果として刊行することを
目指した。また、多くの本科研費メンバーも
参加した『ジェレミー・ベンサムの挑戦』（ナ
カニシヤ出版、2015 年２月）刊行に象徴され
たわが国における功利主義研究の新たな高
まりをサポートする研究活動に、本研究課題
関係者として極力協力することに勤めた。さ
らに、共同研究の成果を『功利市議と公共性』
（仮題）として刊行準備中である。 
具体的には、「日本の功利主義研究を考え

る：『ジェレミー・ベンサムの挑戦』（ナカニ
シヤ、2015 年２月）を手がかりに」と題する
第８回目の研究集会を2015年8月8日（土）、
横浜・崎陽軒会議室にて開催した。以下、報
告題目は①永井義雄氏「ベンサムの失敗：最
大幸福原理は“原理”たり得るか」、②戒能
通弘氏（同志社大学）「『ベンサムの挑戦』は
何を目指したのか」、③深貝保則氏（横浜国
立大学）「功利主義研究の方向と方法：
well-being と digital humanities」であっ



た。多数の参加者を見たこの研究集会は、本
科研費によるわが国功利主義研究の新たな
確立に向けての成果の一端を象徴したもの
であった。さらに、第９回研究集会を、関連
するテーマの科学研究費（ID:15H03164「幸
福、存続、ウェルービーングの思想基盤」代
表者：深貝保則)と共催にて「功利主義と公
共性──功利主義はどこまで有効か?:法と
経済と科学──」 と題して 2016 年 3月 5日
(土)、お茶の水女子大学にて開催した。報告
題目は、①小畑俊太郎氏(成蹊大学：当時)
「「最大多数の最大幸福」再考――不正義論
としての功利主義──」②板井広明氏(お茶
の水女子大学)「ベンサム功利主義とナッジ」、
③有江大介(横浜国立大学)「功利主義研究の
現状―『功利主義と公共性』(仮)の出版計画
に寄せて」であった。 研究成果刊行のため
のこの研究集会も、活発な討論を経て再び功
利主義とは何か、公共性とは何かという本科
研費にとっての最初の問題に立ち返った。 
(6)最後に、この 5 年の成果を踏まえた今

後の功利主義研究のあるべき方向を示唆し
ておこう。現代世界が“市場原理主義”と揶
揄されるほどにアングロ・アメリカン的価値
観に支配された経済社会であるとするなら、
なぜそうなったのかについて考えるにはそ
のエッセンスである功利主義について本格
的な再検討が必要であることが、改めて明ら
かとなった。このこと自体が、単に功利主義
を批判することで事足れりとする近年の多
くの議論の不十分性を指摘するという点で
重要な達成と言える。この点の経済思想を基
軸にした本科研費であるからこそ指摘でき
た成果であり、今後はニューロ・サイエンス
などの新しい科学との接点も持ちうると考
える。また、欧米とともに、今後は少なくと
も日中韓の当該分野の研究者との恒常的な
連携がより実りある研究成果を得るために
は必要であることも成果ともに明らかにな
った。 
こうした全体が、わが国における功利主義

研究の新たな高まりを生み出すことになる
と確信している。 
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